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９
月
定
例
会
で
審
議
し
ま
し
た

決算の認定とは？
　決算の認定とは、議会が決算の内容を審査し
て、収入・支出が適正に行われたかどうかを確
認することです。
　市長は、会計年度ごとに作成される決算及び

付属資料について監査委員から審査を受けた後、監査委員の審
査意見をつけて、次年度の当初予算を審議する会議までに議会
の認定を得なければなりません。
　長岡市議会では、例年９月に決算審査特別委員会を設置して
きめ細かく決算の審査を行い、９月定例会最終日の本会議で特
別委員会の審査報告がされた後、議会として認定するかどうか
を決定します。
　決算審査に当たっては、議会として、法令、条例、規則等の
関係法規との適合性や計数的な正誤などにとどまらず、過去の
財政運営を通じて問題点を発見し、将来の財政運営に反映させ
るという視点からの検討も期待されています。
　なお、議会が決算を認定しない場合であっ
ても、既に行われた予算執行の効力に影響は
ありませんが、市長の政治的または道義的な
責任が残るとされています。

平成30年度決算を認定
　平成30年度一般会計・特別会計決算、下水道事業会計決算、
水道事業会計決算が、いずれも認定されました。
　表紙の写真は、本会議での採決の様子です。詳しくは４ペー
ジ及び５ページの「会派別議案等賛否一覧表」をご覧ください。
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９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提

出
議
案
25
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
委
員
会
提

出
議
案
１
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
「
会
派

別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
を
可
決

■
持
続
可
能
な
行
財
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
関
係
経
費

47
万
３
千
円

■
栃
尾
地
域
交
流
拠
点
施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業
費

　

・
施
設
整
備
費�

１
億
８
、
２
０
０
万
円

　

・
債
務
負
担
行
為
の
補
正
（
Ｒ
２
～
Ｒ
３
年
度
施
設
整
備
費
）

17
億
９
、
５
８
０
万
円

■
施
設
型
給
付
費
等
事
業
費

　
　

保
育
園
等
副
食
費
助
成
金�

３
２
４
万
円

■
令
和
元
年
７
月
27
日
・
28
日
豪
雨
災
害
に
係
る
復
旧
経
費�

４
千
万
円

■
令
和
元
年
８
月
21
日
・
22
日
豪
雨
災
害
に
係
る
復
旧
経
費

７
、
９
７
０
万
円

ほ
か 提案理由の説明を行う磯田市長
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※１　青パト（青色回転灯付車両）：�警察本部長の認定を受け、自動車に青色回転灯を装着して行う自主防犯活動。

長
岡
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

理
解
活
動
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事

例
の
更
な
る
周
知
が
必
要
と
考
え

る
が
、
次
世
代
層
を
含
め
た
市
民
へ
の

理
解
・
周
知
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
事
例
を

市
民
や
事
業
者
が
知
る
こ
と
に
よ

り
、
更
な
る
導
入
促
進
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
の
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ

ン
タ
ー
で
は
積
極
的
に
施
設
見
学
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
平
成
25
年
度
の
稼
働

か
ら
こ
れ
ま
で
で
、
海
外
を
含
め
１
万

８
千
人
を
超
え
る
方
々
が
視
察
に
訪
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
約
６
割
が
次
世
代

を
担
う
市
内
の
小
・
中
学
生
で
、
ご
み

処
理
の
仕
組
み
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
事
例
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。 　

ま
た
、
民
間
施
設
で
も
視
察
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
今
後
も
官
民
で
Ｐ
Ｒ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
政
だ
よ
り
で
の
広

報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
更
な
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
て
い
き
た

い
。

非
常
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

問
　
災
害
対
策
の
中
枢
を
担
う
ア

オ
ー
レ
長
岡
が
非
常
災
害
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
電
源
喪
失
を
想
定
し

た
訓
練
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の

見
解
を
伺
う
。

答　
災
害
時
に
司
令
塔
と
な
る
本
庁

舎
の
備
え
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
は
、
中
越
大
震
災

で
本
庁
舎
が
被
災
し
た
教
訓
を
踏
ま
え
、

被
災
時
の
自
立
継
続
機
能
を
備
え
た
防

災
拠
点
と
し
て
建
設
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
電
源
確
保
は
必
要
で
あ
り
、
施
設

内
の
随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

大
規
模
な
電
源
喪
失
を
想
定
し
た
実

動
訓
練
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
直
ち

に
実
施
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も

様
々
な
設
備
の
点
検
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
適
切
な
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

も
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て

問
　
国
が
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
市

町
村
に
整
備
を
要
請
し
て
い
る
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
に
つ
い
て
、

本
市
の
整
備
の
方
向
性
を
伺
う
。

答　
国
は
、
市
町
村
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
設
置
運
営
要
綱
に
お

い
て
、
児
童
人
口
規
模
に
応
じ
た
職
員

の
配
置
人
数
を
示
し
て
い
る
。
本
市
の

よ
う
な
中
規
模
型
に
分
類
さ
れ
る
自
治

体
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
、
心
理
士
な
ど
の
専
門
職
の

配
置
基
準
が
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
も
、
必
要
な
体
制
整
備

に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
児
童
虐
待
防
止
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

自
殺
対
策
に
つ
い
て

問
　
日
本
に
お
け
る
若
者
の
死
因
の

ト
ッ
プ
が
自
殺
で
あ
る
が
、
そ
の

要
因
に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識
を
伺
う
。

答　
令
和
元
年
版
自
殺
対
策
白
書
に

よ
る
と
、
19
歳
未
満
の
自
殺
者
の

要
因
と
し
て
は
、
進
路
や
入
試
に
関
す

る
悩
み
、
学
業
不
振
な
ど
の
学
校
問
題
、

親
子
関
係
の
不
和
な
ど
の
家
庭
問
題
、

メ
ン
タ
ル
不
調
な
ど
の
健
康
問
題
の
順

に
多
く
な
っ
て
い
る
。
20
歳
か
ら
39
歳

で
は
、
う
つ
病
や
心
身
の
不
調
な
ど
に

よ
る
健
康
問
題
、
職
場
の
人
間
関
係
や

仕
事
の
失
敗
な
ど
の
勤
務
問
題
、
就
職

の
失
敗
や
失
業
な
ど
の
経
済
、
生
活
問

題
の
順
に
多
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

長
岡
の
若
者
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

未
来
あ
る
若
者
が
不
幸
な
結
果
を
招

か
な
い
よ
う
、
こ
の
世
代
に
対
す
る
対

策
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

松野　憲一郎 議員
（１期・無所属）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、
豊

か
な
地
域
を
築
く
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
本
市
が

目
指
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

う
。答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
様
々

な
地
域
活
動
を
通
し
て
３
年
間
で

自
立
・
定
住
を
目
指
す
制
度
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
受
入
団
体
、
地
域
住
民

と
協
力
隊
員
が
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
共
に
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
有
効
な
手
段

で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
多

様
な
分
野
で
積
極
的
に
活
用
し
、
そ
の

ス
キ
ル
と
ア
イ
デ
ィ
ア
で
伝
統
文
化
の

伝
承
や
新
た
な
魅
力
の
創
出
、
若
者
の

起
業
な
ど
を
促
進
し
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

現
状
に
つ
い
て

問
　
本
市
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
期
待
す
る
役
割
や
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

生
涯
学
習
活
動
や
青
少
年
健
全
育

成
、
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
の
事
業
を

実
施
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
幹
施
設

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
地
区
で
も
地
域
の

自
主
性
を
尊
重
し
、
住
民
主
体
の
活
動

拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
支
所
地
域
で
は

集
落
単
位
の
立
地
的
、
歴
史
的
特
性
が

あ
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
は
世
代
や
集
落
相
互
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
求
め

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

子
ど
も
食
堂
の
よ
う
に
、
地
域
を
支
え

る
各
種
団
体
等
と
連
携
し
た
活
動
が
期

待
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
と
し
て

も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
し
、
引
き

続
き
地
域
の
方
々
と
共
に
組
織
や
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
、
構
築
し
て
い
き
た

い
。

長
岡
市
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
で

あ
る
希
望
が
丘
安
全
安
心
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答　
本
市
で
は
、
今
年
７
月
に
希
望

が
丘
地
域
の
方
々
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
た
希
望
が
丘

安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
支
援

を
開
始
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
核
と
な
り
、

地
域
の
防
犯
団
体
の
活
動
に
、
こ
れ
ま

で
見
守
り
を
受
け
る
側
で
あ
っ
た
小
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ�

、
老
人
会
な
ど
も
防
犯

組
織
の
主
体
に
加
わ
っ
て
横
の
連
携
を

強
め
、
防
犯
活
動
の
体
制
を
地
域
住
民

全
体
に
広
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
地

域
が
自
ら
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
力
と
防

犯
力
向
上
の
相
乗
効
果
が
あ
る
と
期
待

し
て
お
り
、
今
後
は
希
望
が
丘
安
全
安

心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
他
地
域
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
青※

１

パ
ト

（
青
色
回
転
灯
付
車
両
）
に
よ
る

防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
状
況

や
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
市
内
で
は
現
在
、
９
団
体
62
台

が
主
に
長
岡
地
域
、
中
之
島
地

域
、
川
口
地
域
で
活
動
し
て
い
る
。

　

青
パ
ト
は
、
集
落
間
の
距
離
が
長
く

な
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
天
候
に

影
響
さ
れ
ず
、
少
人
数
で
も
広
範
囲
に

わ
た
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
り
、

効
果
的
な
防
犯
対
策
が
期
待
さ
れ
る
上
、

地
域
の
目
が
光
っ
て
い
る
と
い
う
視
覚

的
な
効
果
が
地
域
の
安
心
感
の
確
保
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
防

犯
団
体
の
研
修
な
ど
の
機
会
を
捉
え
青

パ
ト
の
有
用
性
等
を
説
明
し
、
地
域
の

力
を
生
か
し
た
青
パ
ト
活
動
の
取
り
組

み
が
増
え
る
よ
う
普
及
促
進
に
努
め
て

い
く
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
活
用
に
つ
い
て

問
　
支
所
地
域
で
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

実
施
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　
本
市
で
は
今
年
７
月
か
ら
、
市

内
中
心
部
で
株
式
会
社
ニ
ア

ミ
ー
が
提
供
す
る
ア
プ
リ
に
よ
る
タ
ク

シ
ー
相
乗
り
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
実
験
を
開
始
し
た
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
人
口
が
少
な
い
地
域
で
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保
や
利
用
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー

の
相
乗
り
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
が
、
配
車

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ

る
有
償
運
行
や
、
住
民
の
共
助
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
行
な
ど
を
行
っ
て
い

る
他
市
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

支
所
地
域
に
お
け
る
可
能
性
の
一
つ
と

し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

移
動
手
段
の
確
保
は
支
所
地
域
だ
け

に
限
ら
ず
難
し
い
課
題
で
あ
り
、
地
域

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
含
め
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

移
動
手
段
を
考
え
て
い
き
た
い
。

給
食
の
ハ
ラ
ー
ル
対
応
に
つ
い
て

問
　
在
留
外
国
人
の
増
加
を
踏
ま

え
、
給
食
の
ハ
ラ
ー
ル
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　
現
在
、
宗
教
上
の
理
由
で
食
材

の
除
去
や
代
替
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
、
園
に
お
い
て
保
護
者
の
思
い
な

ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
個
々
に
応
じ

た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

聞
き
取
り
を
行
う
中
で
個
別
の
食
材

の
可
否
に
つ
い
て
は
、
同
じ
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
も
宗
派
や
国
、
地
域
、
個
人
に

よ
っ
て
解
釈
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
律

に
取
り
扱
い
を
定
め
る
こ
と
は
難
し
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
と
同
様
に
個
々
の
聞
き
取
り
や
相
談

対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

笠井　則雄 議員
（６期・共産党市議団）

多田　光輝 議員
（１期・市民クラブ）

神林　克彦 議員
（１期・長岡令和クラブ）

豊田　朗 議員
（１期・市民クラブ）

９人が一般質問
主な質問と答弁の要旨を掲載します

９ 月 定 例 会

検索

ホームページで議会情報を発信中!
本会議と常任委員会は、市ホームページで生中継・録画中継しています
（ケーブルテレビの再放送は午後７時から）。なお、議会中継はスマート

フォン、タブレットなどでもご覧い
ただけます。

　　長岡市議会

　議会の日程や議案等の概要、会議録なども
載っていますので、ぜひアクセスしてください。
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
と

長
岡
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
無
償
化
に
伴
い
市
独
自
で
行
っ

て
き
た
保
育
料
の
軽
減
が
不
要
に

な
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
市
の
財
源

は
、
副
食
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
な

ど
子
育
て
支
援
に
有
効
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
国
の
制
度
で
は
年
収
360
万
円
未

満
の
世
帯
の
児
童
と
第
３
子
以
降

の
児
童
は
、
副
食
費
が
免
除
と
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
が
保
育
料
の
独
自

軽
減
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
で
無
償
化

に
よ
り
従
前
よ
り
負
担
額
が
増
え
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
で
従
前
の
保

育
料
と
の
差
額
を
助
成
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

無
償
化
に
よ
り
新
た
に
発
生
す
る
保

育
料
の
地
方
負
担
分
は
、
一
般
財
源
で

あ
る
地
方
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
が
、
実
際
の
交
付
額
を
慎
重
に
見
極

め
、
子
育
て
支
援
は
も
と
よ
り
教
育
環

境
の
整
備
や
市
民
生
活
の
向
上
等
、
市

政
の
課
題
に
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら

し
っ
か
り
と
政
策
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

長
岡
市
小
国
診
療
所
の

医
師
確
保
に
つ
い
て

問
　
市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
地
域
住

民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
強

い
政
治
姿
勢
で
診
療
所
の
医
師
確
保
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

思
い
を
伺
う
。

答　
本
市
で
は
、
地
域
の
一
次
医
療

を
担
う
た
め
、
小
国
地
域
の
ほ
か

山
古
志
地
域
、
寺
泊
地
域
の
計
３
か
所

で
診
療
所
を
運
営
し
て
い
る
。
各
診
療

所
は
地
域
の
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て

住
民
の
健
康
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
た

め
、
引
き
続
き
公
募
活
動
と
し
て
医
師

専
門
誌
や
ウ
ェ
ブ
広
告
へ
の
求
人
情
報

の
掲
載
、
医
療
関
係
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
や
医
療
機
関
へ
の
医
師

派
遣
の
要
請
な
ど
考
え
得
る
様
々
な
取

り
組
み
を
継
続
的
に
行
い
、
可
能
な
限

り
地
域
医
療
の
存
続
に
努
め
て
い
く
。

過
疎
地
域
の
除
雪
に
つ
い
て

問
　
単
身
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の

要
援
護
者
に
対
す
る
今
後
の
除
雪

支
援
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
が
延
長
さ
れ
な
い
場
合
の
除

雪
支
援
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
単
身
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

屋
根
や
玄
関
先
な
ど
個
人
宅
に
係

る
除
雪
の
ニ
ー
ズ
は
増
え
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

　

一
方
で
、
各
地
域
に
は
昔
か
ら
の
助

け
合
い
に
よ
る
除
雪
の
取
り
組
み
が

し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
困
っ
て
い
る
方
を
支
え
る
住
民

の
活
動
、
地
域
の
助
け
合
い
を
し
っ
か

り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
市
民
協

働
の
考
え
を
軸
に
、
地
域
の
共
助
組
織

の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
要
援
護
世
帯
除
雪
費
助
成
な

ど
の
様
々
な
支
援
制
度
の
対
象
と
な
る

世
帯
が
き
ち
ん
と
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
民
生
委
員
や
集
落
支

援
員
な
ど
と
も
連
携
し
て
い
く
。

　

な
お
、
令
和
３
年
３
月
に
失
効
予
定

の
過
疎
法
が
延
長
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
対

象
と
し
て
い
る
事
業
は
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

ご
み
の
分
別
収
集
の
方
法
に
つ
い
て

問
　
様
々
な
事
情
で
現
行
の
ご
み
収

集
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
家
庭
に

対
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

答　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
紙
お
む
つ

を
生
ご
み
収
集
日
に
収
集
し
た

り
、
高
齢
者
等
の
世
帯
に
直
接
訪
問
す

る
ふ
れ
あ
い
収
集
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
収
集
方
法
の
更
な
る
周
知
や

転
入
者
に
配
布
す
る
ご
み
の
出
し
方
冊

子
の
記
載
方
法
の
工
夫
、
ご
み
の
収
集

日
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
汎
用
の
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
等
で
の
情
報
提
供
な
ど
を
行

い
、
負
担
感
の
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
原
子
力
防
災
に
関
す
る
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
県
内
市

町
村
が
国
・
県
・
事
業
者
に
要
求
し
た

安
全
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対

策
に
関
す
る
研
究
会
は
８
月
23
日

に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
市
町

村
・
国
・
県
・
事
業
者
の
実
務
担
当
な

ど
約
60
人
が
参
加
し
た
。
会
合
で
は
、

市
町
村
か
ら
事
業
者
に
対
し
て
「
通
報

書
式
の
見
直
し
は
県
や
市
町
村
な
ど
と

協
議
す
べ
き
」
、
国
に
対
し
て
「
避
難

道
路
及
び
除
雪
体
制
の
整
備
は
、
地
域

固
有
の
条
件
を
踏
ま
え
る
よ
う
市
町
村

の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
、
県
に
対

し
て
「
３
つ
の
検
証
が
出
た
場
合
、
知

事
は
ど
の
よ
う
に
市
町
村
の
意
見
を
聞

き
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
の
か
示
し

て
ほ
し
い
」
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
原
子
力

発
電
所
の
安
全
確
保
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
研
究
会
な
ど
を
通
じ
て

県
内
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
国
・
県
・
事

業
者
に
し
っ
か
り
と
主
張
し
て
い
く
。

地
域
の
祭
り
と
活
性
化
に
つ
い
て

問
　
地
域
の
祭
り
は
交
流
人
口
の
増

加
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化

に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
の

本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
伝
統
的
な
祭
り
は
、
地
域
の
誇

り
や
絆
の
維
持
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
に
沿
っ
た

支
援
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
一
方
、
観
光
的
要
素
が
強
く
他

地
域
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
経
済
効
果
等
を
意

識
し
た
支
援
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

市
の
役
割
は
、
担
い
手
で
あ
る
地
域

住
民
、
企
業
の
方
々
が
主
体
的
に
企

画
・
運
営
す
る
た
め
の
原
動
力
を
維
持

で
き
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
今
後
も
関
係
者
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

問
　
働
き
方
プ
ラ
ス
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
が
進

ま
な
い
企
業
へ
の
対
応
も
含
め
、
今
後

の
方
針
を
伺
う
。

答　
こ
れ
ま
で
働
き
方
プ
ラ
ス
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
市
の
働

き
方
改
革
相
談
員
が
年
間
300
社
近
い
企

業
訪
問
を
行
っ
た
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
１
年
以
上
取
り
組
ん
だ
企
業
120
社

で
は
１
日
当
た
り
の
時
間
外
勤
務
は
月

平
均
2.8
時
間
削
減
さ
れ
、
休
暇
取
得
日

数
は
年
平
均
1.2
日
増
加
す
る
な
ど
一
定

の
効
果
が
出
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

取
り
組
み
が
進
ま
な
い
企
業
に
対
し

て
は
、
今
後
も
企
業
へ
の
訪
問
や
専
門

家
の
派
遣
を
継
続
し
な
が
ら
取
り
組
み

強
化
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
社
員
や
企

業
の
視
点
か
ら
事
例
を
集
め
て
作
成
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
し
、

働
き
方
改
革
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
本
市
が
全
国
の
自
治
体
の
中
で

も
先
駆
け
て
育
休
の
義
務
化
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
市
内
企
業
の
男
性
の

育
休
取
得
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
本
市
の
男
性
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
に
つ
い
て
は
順
調
に
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
全
庁
を

挙
げ
て
徹
底
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ

う
改
め
て
庁
内
に
周
知
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

管
理
職
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
を
持

つ
男
性
職
員
そ
れ
ぞ
れ
に
配
慮
し
な
が

ら
、
育
休
取
得
へ
の
不
安
や
抵
抗
感
の

解
消
、
必
要
な
業
務
分
担
の
見
直
し
に

つ
い
て
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　

最
も
重
要
な
の
は
、
男
性
職
員
が
必

要
な
時
に
遠
慮
な
く
育
児
参
加
制
度
を

利
用
で
き
る
こ
と
と
、
そ
の
場
合
の
職

場
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
職
場

づ
く
り
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

諸橋　虎雄 議員
（５期・共産党市議団）

諏佐　武史 議員
（１期・無所属）

五十嵐 良一 議員
（２期・民成クラブ）

桑原　望 議員
（５期・無所属）

９月定例会で可決した決議・意見書
天皇陛下御即位を祝する賀詞に関する決議

　天皇陛下におかせられましては、風薫るよき日に御即位なされましたことは、慶賀にたえないところであります。
　天皇皇后両陛下が御清祥であられ、令和の時代が世界の平和と我が国の繁栄をもたらすものとなりますよう心からお祈り申し上げます。
　ここに長岡市議会は、市民を代表して謹んでお祝い申し上げます。

学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実を求める意見書
　私立高校は、建学の精神と独自の教育理念のもと、特色ある教育を実践し、公教育の場として大きな役割を果たしています。
　私立高校の学費負担については、国の就学支援金制度や新潟県独自の学費軽減制度の拡充により、一定の軽減が図られてきました。さらに令和２年度か
らは年収590万円未満世帯の授業料の実質無償化が実施されますが、授業料が無償化されたとしても入学金や施設整備費の負担は依然重く、私立高校生が
学費の心配なく学ぶことができるよう、学費の公私間格差是正が強く望まれます。
　また、新潟県の公立高校における全教員に占める専任教員の割合が約８割であるのに対し、私立高校では約６割にとどまっているなど、教育条件にも公
私間格差が生じており、私立高校の経常経費に対する一層の助成が求められます。
　よって、国及び県におかれては、学費と教育条件の公私間格差是正を図るため、私立高等学校への私学助成を充実されるよう、強く要望します。

（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、新潟県知事

～決議とは～
市議会の意思を対外的に表明することが必要である場合に
なされる議決のこと。

～意見書とは～
市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力では解決
できないことがあります。このようなとき、議会の意思を意見としてまとめ、
国会や県などに伝える手段のこと。
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平成３０年度決算を認定
決算審査特別委員会で審査しました

　９月定例会において決算審査特別委員会を設置し、９月17日から19日までの
３日間にわたり、平成30年度の予算が適正かつ効果的に執行されたかどうか審
査しました。
　審査の結果、一般会計・特別会計・下水道事業会計・水道事業会計の決算は
いずれも認定となりました。
　なお、決算審査特別委員会の委員は、以下のとおりです。

＜平成30年度一般会計決算の概要＞
　一般会計の歳入総額から歳出総額と翌年度に繰り越す財源を差し引いた実質
収支は、13億5,937万４千円の黒字となりました。
歳入
　基幹収入である市税の伸び悩みや地方交付税の減少により、一般財源が見込
みを大きく下回りました。
歳出
　長岡開府400年の節目の年として、長岡の伝統である「米百俵の精神」に立
脚して、長岡版イノベーションの推進、産業振興と働く場の創出、人材育成と
教育環境の整備、そして将来に向けた都市インフラを整備し、「新しい米百
俵」によるまちづくりに取り組みました。
　また、子育て環境の更なる充実や、健康・福祉・共生社会のきめ細かな推進
とともに、防災・災害対策、中山間地域と支所地域の生活の安心確保、そして
身近な住環境の整備と地域経済の下支えにより、誰もが安心して暮らせるまち
づくりを進めました。
　さらに、若者の活躍と市民活動の応援、地域の活力創造、スポーツによるま
ちづくりにより、がんばる市民の皆さんと地域を支援したほか、シティプロ
モーションを戦略的に展開し、長岡の魅力発信と交流機会の拡大、交流基盤の
整備に取り組むなど、次の100年に向けた施策を着実に進めました。

＜決算審査特別委員会委員＞（◎委員長　○副委員長）

◎古川原直人　　○杵渕　俊久　　　深見　太朗
　池田　明弘　　　荒木　法子　　　大竹　雅春
　池田　和幸　　　五十嵐良一　　　加藤　尚登
　関　　充夫　　　中村　耕一　　　長谷川一作
　諸橋　虎雄　　　関　　正史　　　水科　三郎
　笠井　則雄　　　加藤　一康

区　分 歳　入 歳　出

一般会計
1,301億423万２千円 
（対前年比1.1％減）

1,284億3,578万９千円 
（対前年比1.2％減）

特別会計 
下水道事業会計 
水道事業会計

779億3,735万２千円 
（対前年比5.8％減）

814億6,000万４千円 
（対前年比6.1％減）

決算審査特別委員会での採決

一般会計決算に対する各会派の意見・評価
　賛 成
　平成30年度決算については、市税の伸び悩みや地方交付税の減少により厳し
い決算となっているが、各種財政指数は健全性を維持している。
　長岡版イノベーションの推進による産業振興や人材育成、雇用の場の創出、
子育て環境の整備、都市インフラの整備など、人口減少問題に向けた施策に積
極的に取り組まれており評価する。また、中山間地域や支所地域の生活の安心
確保対策も着実に進められている。
　今後も厳しい財政状況が見込まれる中、健全財政に努められることを期待し、
本決算の認定に賛成する。

市民クラブ

　賛 成
　平成30年度は、小・中学校図書館への学校司書の配置、中学校や保育園の冷
房設置や小学校の手洗い場への温水設備の整備、子どもの貧困対策の推進、住
宅リフォーム支援事業、中山間地域活性化推進事業、地域おこし協力隊の確保
や集落支援員の増員などを評価する。
　中心市街地再開発事業においては、市税の伸び悩みや地方交付税の減少など
厳しい財政状況のもと、過大投資とならずに多くの市民に役立つものとなるよ
う強く求める。
　以上の意見を付して、一般会計決算の認定に賛成する。

共産党市議団

　賛 成
　今年度の単年度収支もマイナス傾向を示し、地方債残高も減少傾向から増加
に転じている。長岡市は27の特例市の中でも財政調整基金残高は25位、地方債
残高は最多の１位であり、財政力指数においては最下位タイという厳しい財政
状況である。
　そういった中で市民の多様な行政需要に応えるには、「歳入に見合った歳
出」という視点に基づいた予算編成や事業運営が欠かせない。そのことを強く
要望し、民成クラブは平成30年度一般会計決算の認定に賛成する。

民成クラブ 　賛 成
　平成30年度は、長岡開府400年の節目の年として、次の100年へ向け、長岡版
イノベーションの推進、産業振興と働く場の創出、人材育成と教育環境の整備、
都市インフラの整備など、将来に向けた投資が行われたことを評価する。
　一方で、財政は市税の伸び悩みや地方交付税等の基幹収入の減少に対し、社
会保障費など経常経費は増加しており、ますます硬直化する傾向が続いている。
今後、更なる行財政運営の効率化・スマート化に努め、市民の福祉の向上に資
する施策の推進を要望し、本決算の認定に賛成する。

長岡市公明党

　賛 成
　平成30年度一般会計決算については、市民が安心して暮らせるまちづくりに
取り組んできた点や、財政指標においてもわずかな改善が見られた点などを評
価し、以下の２点の意見を付け加えて認定に賛成する。
　１点目は、経常収支比率が上昇したままの状況での市独自の事業を展開する
ための基金の取り崩しは、これ以上すべきではないということ。
　２点目は、税収が伸び悩む中で「稼ぐ」という経営観点をしっかりと持つこ
と。市有財産を増やしても税収は上がらないため、資産を増やすばかりでなく、
資産を生かした税収増を図る必要があると考える。

長岡令和クラブ
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総務委員会
●長岡市職員倫理・行動指針に基づくこれまでの取り組みと課題
●柏崎市が開設した移動期日前投票所を本市で導入することに対する見解
●デザインビルド方式の課題を踏まえた公平かつ公正な入札制度の考え方
●ふるさと納税返礼品としての長岡花火観覧チケットの拡充
●不正が発覚した免震オイルダンパーの各施設の交換スケジュール
●中枢中核都市選定のメリット及び今後の活用策
●�原子力災害時の避難受入マニュアルの内容と県が策定した広域避難計画との
整合
� など

９月定例会
常任委員会の所管に関する質問

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（11 月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

産業市民委員会
●栃尾地域におけるサルによる農作物の被害状況と今後の対応
●長岡まつり大花火大会における外国人観光客に対する安全対策の周知方法
●本市が撮影現場となった映画を活用した観光振興施策に対する考え
●今年８月の大雨による被害状況と市の支援内容
●国の公共建築物の木造・木質化への積極姿勢に対する考え
●消費税増税に向けた市内企業及び市の取り組み
� など

文教福祉委員会
●歯周病検診の対象年齢を20歳、30歳に拡大することに対する考え
●学校の統廃合の考え方と小規模学校における今後の取り組み
●�総合支援学校のスクールバスの支所地域への運行状況と未運行地域への運行
拡大に対する考え
●太田小・中学校の養護教諭が未配置となった経緯と対応策
●公立保育園民営化の目的、成果及び課題と今後の民営化の進め方
●学校等における農薬の管理使用状況と農薬使用に対する考え方
●�中学２年生の胃がんリスク検診の実施状況と保護者への理解促進のための取
り組み� など

建設委員会
●�公共交通へのICカード導入に関するこれまでの取り組みと実現可能性を踏ま
えた今後の取り組み
●豊田橋の歩道橋整備の今後の予定
●無電柱化の現状と今後の取り組み
●栃尾地域におけるバス路線の廃止拡大の可能性に係る懸念に対する考え
●悠久山公園の次なる100年に向けた基本計画の理念と整備方針
●住宅リフォーム支援事業の抽選に漏れた方への対応と今後の取り組み
●長岡市除雪イノベーション研究会の設立の目的と今後のスケジュール� など

各種行政委員の選任に同意
　９月24日の本会議最終日において、次の方
を選任することに同意しました。

○教育委員会委員　　荒木　　正　氏（新任）
○監 査 委 員　　野本　直樹　氏（新任）

会派別議員名簿（９月24日現在）

市 民 ク ラ ブ

加藤　尚登　　池田　和幸
大竹　雅春　　深見　太朗
多田　光輝　　豊田　　朗
荒木　法子　　田中　茂樹
長谷川一作　　丸山　勝総
古川原直人　　関　　正史
松井　一男　　酒井　正春
高野　正義　　五井　文雄

長岡令和クラブ 山田　省吾　　関　　充夫
神林　克彦　　杵渕　俊久

民 成 ク ラ ブ 五十嵐良一　　加藤　一康
小坂井和夫

長岡市公明党 藤井　達徳　　池田　明弘
中村　耕一

共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史

Ｂ　松野憲一郎

Ｃ　桑原　　望

Ｄ　水科　三郎

Ｅ　関　　貴志

Ｆ　丸山　広司（議長）

会派別議案等賛否一覧表
９月定例会� ○：会派全員が賛成　※：後期高齢者医療事業特別会計決算のみ反対

会　派　名
（　）は所属議員数

議　案　等
�

市
民
ク
ラ
ブ 

⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ 

⑷

民
成
ク
ラ
ブ 

⑶

長
岡
市
公
明
党 

⑶

共
産
党
市
議
団 

⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

無

所

属

Ｅ

議決結果

市
　
　

長
　
　

提
　
　

出
　
　

議
　
　

案

補 正 予 算 令和元年度一般会計補正予算　２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
例

制　　定 会計年度任用職員の給与等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正 職員定数条例等　ほか10件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

市道路線の認定、変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（栃尾地域交流拠点施設（仮称）建設
工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

財産の取得（左岸バイパス南延伸道路整備事業用
地）　ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

決 　 　 算

決算の認定（平成30年度一般会計・特別会計） ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

剰余金の処分及び決算の認定（平成30年度下水道
事業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

及び認定

剰余金の処分及び決算の認定（平成30年度水道事
業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

及び認定

人 　 　 事
教育委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議

員

提
出
議
案

決 　 　 議 天皇陛下御即位を祝する賀詞に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

委
員
会

提
出
議
案

意  見  書 学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立
高等学校への私学助成の充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請 願
学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立
高等学校への私学助成の充実を求める意見書の採
択に関する請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
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市議会の活動状況
９月

９

月

定

例

会

（

22

日

間

）

３日
議会運営委員会

本会議（招集日）

４日 本会議

５日
まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

本会議

９日
産業市民委員会

産業市民委員協議会

10日
文教福祉委員会

文教福祉委員協議会

11日 建設委員会

12日
総務委員会

総務委員協議会

17日 決算審査特別委員会

18日
決算審査特別委員会

大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会

19日 決算審査特別委員会

24日

議会運営委員会

克雪・危機管理・防災対策特別委員協議会

建設委員会

総務委員会

本会議（最終日）

人口減少対策特別委員協議会

10月
２日 まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

８～10日
文教福祉委員会行政視察

建設委員会行政視察

９～11日 総務委員会行政視察

15～17日 産業市民委員会行政視察

28日 議員協議会

８月22日　新潟県市議会議長会秋季定期総会を開催
　新潟県市議会議長会秋季定期総会を燕市で開催しました。
　県内の市議会議長、副議長が一堂に会し、平成30年度
新潟県市議会議長会会計等の決算と、各市の国等への要
望事項である提出議案12件について審議しました。提出
議案12件のうち３件を北信越市議会議長会へ提出するほ
か、全議案について今後関係機関へ要望活動を行ってい
きます。 新潟県市議会議長会会長として

あいさつをする丸山議長

※常任委員会行政視察報告については、次号（２月１日発行213号）
　に掲載します。

議員の年賀状は禁止されています 市議会議員は、答礼のための自筆によるものを除き、選挙区内の人に対して年賀状を出すことや
お歳暮などを贈ることが公職選挙法で禁止されています。ご理解をお願いいたします。

本 

会 

議

常
任
委
員
会親子傍聴席

12月定例会の日程は、11月上旬に決定します。
ぜひ傍聴にお越しください。12月定例会を傍聴しませんか？

どう変わった？？？
行政監視機能強化検討特別委員会の提言のその後

　長岡市議会では、市発注の下水道工事の

入札に係る情報漏えい事件の発生を受けて、

今年２月に行政監視機能強化検討特別委員会を設置。

３月定例会最終日に調査報告を行い理事者側に要求し

た提言内容に対して、以下のとおり回答があり、９月

定例会から実施されました。 ３月定例会で調査報告を行う五井委員長

　議会はこれらの資料等を活用し、これまで以上に議案の審議及び審査を充実させる
とともに、不祥事が二度と繰り返されることのないよう、監視機能の強化に努めてい
きます。

提言①：議決事件でない契約の締結（予定価格１億５千万円未満の契約及び地方
公営企業の契約）についての議会への報告
→�予定価格が２千万円以上の契約について、一般会計、特別会計、企業会計とも、
定例会の都度、入札結果表（一覧表）を配付することで議会への報告とする。

提言②：契約の締結に係る議案関連資料の充実（入札不調等）
→�議決案件に入札不調があった場合は、不調となった入札結果表を常任委員会資
料に追加して説明する。

提言③：決算審査に係る資料「建設工事等契約状況調」の記載の充実
→�決算審査特別委員会へ提出している「建設工事等契約状況調」の別冊資料とし
て、２千万円以上の契約で最低制限価格と落札金額が一致した案件の一覧表を
提出。そのうち、くじによる落札でなかったもの（１社だけが金額一致）につ
いては、落札業者も記載した入札結果表個票を提出する。

提言④：入札及び契約状況の傾向や年度間比較が可能となる資料の提供
→�前年度の契約件数、契約金額、平均落札率等をまとめた「入札・契約制度の概
要」を決算資料と併せて提出する。

提言⑤：市のホームページ上での入札結果の表示方法及び閲覧時間の改善
→�市のホームページに１か月ごとの入札結果一覧表を掲載し、24時間閲覧可能と
する。

提言⑥：重要な政策の方針等の決定過程における議会への説明の充実
→�議員協議会などの各種会議を通じ、今後も適切な説明を行っていく。

・開会　　午後１時
・受付　　午後０時30分からアオーレ長岡
　　　　　西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　　65人、車いす席２人、親子傍聴席10人

・開会　　午前10時
・受付　　午前９時30分からアオーレ長岡
　　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　　12人


